
 

山行報告書      京都田辺山友会     報告者 今村 

山 名 小谷山（長浜） 山行名  労山 登山祭典山行 

ルート 
小谷城戦国ガイド館→清水神社→小谷山山頂（大嶽城跡）→小谷城跡（桜馬場）→ 

小谷城戦国ガイド館 

山行日 2024年 10月 20日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：今村       サブリーダー：徳田 

男性：安倉、木田、冨田、若林、宮内 ５人            

女性：川田（真）、廣瀬（典）、川上、大西、 ６人    

合計： １１名         
ルート概略図 

 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

小谷城戦国
ガイド館 

集 8:15 
 

着  

発 8：35 発  

小谷山 
（大嶽城跡） 

着 9：55 
 

着  

発 10：11 発  

小谷城趾
（応急手当
講習） 

着 11：12 
 

着  

発 12：45 発  

小谷城戦国
ガイド館 

着 13：25 
 

着  

発  発  

今回は労山「登山祭典」山行。いつもの登山にお楽しみと学びの時間を含めた山行にしよう

と計画。山行の前日、天気予報が明日の午前中は強風が吹いて寒いと言うので防寒着の用意

と、季節的にも熊よけグッズを持っている方には持参を呼び掛けた。 

長浜まで公共交通機関を使うと、時間と費用がかさむので今回は車山行にした。 

当日朝、京田辺を 6時 30分に出発。8時 15分に小谷城戦国ガイド館の無料駐車場に到着。準

備、ストレッチを済ませ 8時 35分に登山開始。一般道をしばらく歩き、清水神社から登山道

に入り約 1時間 20分で小谷山山頂（標高 495㍍）に到着。山頂には大嶽城跡があり、下りの

登山道には石垣や曲輪、本丸跡、大堀切など 500年前の文化財が多数点在し、皆さん説明の書

かれた立て看板に目を向けては、戦国時代に想い巡らしたことでしょう。小谷山中腹にある小

谷城趾に到着すると展望は素晴らしく、近江平野、青空に照らされた琵琶湖には竹生島が浮か

ぶ絶景スポット。だが天気予報の通り北風が強く体感的にとても寒いので、昼食は陽の当たる

暖かい場所で食べることにした。 

昼食後、もう一つのイベントである応急手当講習。今回も講師をお願いしたＷさんが、傷病者

役演じるＭさんに手当てをするというデモンストレーションから始まり、救命処置の胸骨圧

迫、三角巾を使用した頭部の圧迫止血、腕を骨折した時の固定法、また、足首捻挫時は靴を履

いたまま固定をする方法などを学ばせていただいた。三角巾は万能で、患部の止血、固定、包

帯代わりに使える。ザックの中には必ず備え、万が一の時には使いこなせるよう知識と技術を

身につけておく必要性を感じた。 

そして 小谷城跡から再び歩き始め 45分程で駐車場に到着、下山。そして冷えた身体を温める

にはもってこいの須賀谷温泉に行く。須賀谷温泉は戦国武将やお市の方が湯治に通われたとい

う秘湯の掛け流し温泉。湯あたりは最高で心も体も癒やされた。 

ヒヤリハット  なし 

 

 



 

感想 

 

冨田 

元々、戦国時代の史跡巡りは好きで、安土城跡には行ったことがあるのですが、念願の悲運の戦国

武将「浅井長政」の居城、小谷城跡に登山を兼ねて行くことができ、嬉しく思います。 

小谷山全山におよぶ城跡の遺構から、当時の面影を偲ぶとともに、お市の方と 3 人の娘たちの生涯

に思いをはせることができました。 

また、琵琶湖を望むことができる本丸跡地にて昼食後、若林さんのご指導の下、登山中に滑落した

同僚を助ける上でのシミュレーションとして、三角巾を用いた応急措置の説明含めて楽しく、今後

有事の際に参考となる時でありました。モデル役の宮内さん、講師役の若林さん、いろいろとご指

導いただきありがとうございました。 

山行後、疲れを癒すため、立ち寄った須賀谷温泉、源泉垂れ流しの温泉で非常に気持ちのいいお湯

でありました。今度、嫁も誘ってみます。 

最後に、行きと帰り、運転いただいた川上さん、CL 役の今村さん、SL 役の徳田さん、本当にあり

がとうございました。 

 

廣瀬(典) 

小谷山近辺の昨日は物凄い豪雨と雷だったそうです 山行き当日はスカッと晴れた秋晴れの下、

小谷城跡散策となりました あちこちに残る石垣跡、数々の屋敷跡や城跡、石で囲ってある刀洗場

や馬洗場、首置き石などが残っており 500 年前の戦国時代に思いを馳せました 晴れてはいました

が山中の風は冷たく、冷えた身体は須賀谷温泉で温めてほっこりしました 今日は有意義な 1 日を

過ごしました。 

 

    

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


